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〈

人

物

表

〉

 

山
本 

浩
一
（
５
０
） 

山
本 
貴
子
（
４
７
） 

山
本 

え
り
か
（
１
６
） 

謎
の
女
（
２
７
） 

警
官
Ａ 

警
官
Ｂ 

   

〈

ロ

グ

ラ

イ

ン

〉

 

山
本
家
に
女
が
侵
入
す
る
が
、
逮
捕
さ
れ
る
。 

   

〈

ね

ら

い

〉

 

ト
書
き
が
読
み
や
す
い
か
。
速
く
書
く
。 
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１
． 

山
本
家
・
外
観
（
夜
） 

住
宅
街
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
一
軒
家
。
ガ
レ
ー
ジ
に
は
車
。

玄
関
と
二
階
の
部
屋
に
電
気
が
点
い
て
い
る
。 

 

２
． 
山
本
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

入
っ
て
す
ぐ
に
キ
ッ
チ
ン
、
そ
の
先
に
テ
ー
ブ
ル
。
奥
に
は

庭
が
見
え
る
。 

キ
ッ
チ
ン
で
洗
い
物
を
す
る
山
本
貴
子
（
４
７
）
。 

ソ
フ
ァ
ー
に
は
山
本
浩
一
（
５
０

）。
あ
く
び
を
し
な
が
ら

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
。 

浩
一 

「
（
貴
子
の
方
を
見
て
）
週
末
ど
こ
か
行
こ
う
か
」 

貴
子 

「
あ
の
子
部
活
よ
」 

浩
一 

「
あ
っ
そ
う
、
大
変
だ
な
」 

浩
一
、
テ
レ
ビ
に
戻
り
、
ま
た
あ
く
び
す
る
。 

テ
レ
ビ
の
音
だ
け
が
響
く
。 

と
、
微
か
に
玄
関
の
ド
ア
が
閉
ま
る
音
が
す
る
。 

浩
一
、
音
の
方
に
顔
を
向
け
る
が
、
ま
た
テ
レ
ビ
に
戻
る
。 

洗
い
物
す
る
貴
子
。 

廊
下
の
方
、
ト
イ
レ
の
流
れ
る
音
が
す
る
。 

貴
子
、
気
付
い
て
、
流
れ
る
水
を
止
め
、 

貴
子 

「
今
ト
イ
レ
か
ら
音
し
な
か
っ
た
？
」 

浩
一 

「
（
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
）
え
り
か
だ
ろ
」 

貴
子 

「
あ
の
子
二
階
よ
」 

浩
一 

「
…
…
そ
ん
な
わ
け
な
い
よ
、
降
り
て
き
た
ん
だ
ろ
」 

貴
子 

「
い
や
」 浩

一
、
貴
子
と
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

と
、
廊
下
に
目
が
い
き
、 

浩
一 

「
…
…
」 

貴
子 

「
（
浩
一
を
見
て
）
？
」 

と
、
廊
下
の
方
に
振
り
返
る
。 

と
そ
の
と
き
、
一
人
の
女
（
２
７
）
が
入
っ
て
く
る
。
ロ
ン

グ
ヘ
ア
ー
で
白
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
姿
。
全
体
的
に
薄
汚
れ
て
い

る
。 

呆
然
と
す
る
浩
一
と
貴
子
。 
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女
は
目
を
見
開
い
て
い
て
瞬
き
を
し
な
い
。 

女
、
そ
の
場
で
立
っ
た
ま
ま
浩
一
を
見
つ
め
る
。 

浩
一
、
身
動
き
が
取
れ
な
い
。 

貴
子
、
様
子
を
伺
い
つ
つ
、
ス
マ
ホ
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
。 

 
×
 
×
 
×

 

ス
マ
ホ
画
面
。 

「
落
ち
着
い
て
」
「
降
り
て
こ
な
い
で
」
「
警
察
呼
ん
で
」 

 
×
 
×
 
×

 

女
と
画
面
を
行
き
来
す
る
貴
子
。 

 
×
 
×
 
×

 
ス
マ
ホ
画
面
。 

「
わ
か
っ
た
。
大
丈
夫
？
」
「
大
丈
夫
、
武
器
は
持
っ
て
な

い
」 

 
×
 
×
 
×

 

と
、
ゆ
っ
く
り
と
貴
子
の
方
に
顔
を
向
け
る
女
。 

貴
子
、
慌
て
て
ス
マ
ホ
を
隠
す
。 

浩
一
、
座
っ
た
ま
ま
、 

浩
一 

「
お
い
、
な
ん
な
ん
だ
、
あ
ん
た
」 

女
、
浩
一
の
方
に
向
き
直
り
、
答
え
な
い
。 

と
、
二
階
か
ら
階
段
を
一
段
降
り
る
音
が
聞
こ
え
る
。 

貴
子
、
気
付
い
て
、 

貴
子 

「
あ
の
、
帰
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
誰
に
も
言
い
ま
せ
ん
か
ら
」 

女
、
貴
子
の
方
を
向
き
、
真
顔
で
見
つ
め
る
。 

階
段
を
降
り
る
微
か
な
音
。 

貴
子 

「
お
願
い
し
ま
す
…
…
」 

浩
一
、
貴
子
を
見
る
。 

貴
子
、
目
で
浩
一
と
や
り
と
り
す
る
。 

と
、
女
、
気
付
い
て
廊
下
の
方
を
向
く
。 

山
本
え
り
か
（
１
６
）
が
部
屋
の
前
に
い
る
。 

浩
一 

「
こ
っ
ち
へ
来
る
な
」 

貴
子 

「
え
り
か
い
る
の
？
」 

え
り
か
「
パ
パ
、
大
丈
夫
？
」 

女
、
え
り
か
を
見
て
い
る
。 

貴
子 

「
え
り
か
、
来
ち
ゃ
だ
め
」 
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え
り
か
「
マ
マ
…
…
」 

浩
一 

「
そ
こ
に
い
な
さ
い
」 

え
り
か
、
不
安
そ
う
な
表
情
。 

と
、
女
、
歩
き
出
す
。 

貴
子 

「
！
」 

女
、
浩
一
の
元
へ
行
き
、
体
が
触
れ
あ
う
距
離
に
座
る
。 

浩
一 

「
…
…
」 女

、
テ
レ
ビ
を
消
し
て
、
浩
一
に
ニ
タ
リ
と
笑
う
。 

浩
一
、
動
け
な
い
。 

え
り
か
、
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
部
屋
に
入
ろ
う
と
す
る
。 

浩
一
、
え
り
か
に
目
で
促
す
。 

女
、
顔
を
動
か
し
て
、
浩
一
に
目
線
を
合
わ
せ
る
。 

浩
一
、
目
線
を
外
す
こ
と
が
で
き
な
い
。 

女 
 

「
ね
え
」 

浩
一 

「
！
」 

女 
 

「
（
笑
っ
て
）
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。
お
邪
魔
し
て
」 

浩
一
、
言
葉
が
出
な
い
。 

と
、
貴
子
、
庭
の
方
へ
手
で
合
図
を
送
る
。 

ガ
ラ
ス
窓
が
ス
ラ
イ
ド
し
、
警
官
２
人
が
入
っ
て
く
る
。 

女 
 

「
！
」 

構
え
腰
の
警
官
Ａ
、
Ｂ
。 

警
官
Ａ
「
そ
こ
ま
で
だ
」 

浩
一
、
勢
い
よ
く
警
官
の
方
へ
転
が
り
こ
む
。 

警
官
Ｂ
、
浩
一
を
保
護
す
る
。 

警
官
Ａ
、
女
と
の
間
合
い
を
は
か
っ
て
い
る
。 

女
は
警
官
Ａ
を
見
つ
め
た
ま
ま
微
動
だ
に
し
な
い
。 

警
官
Ａ
、
Ｂ
に
顎
で
促
す
。 

警
官
Ｂ
、
ソ
フ
ァ
ー
の
反
対
側
へ
回
り
込
む
。 

警
官
Ａ
、
Ｂ
ゆ
っ
く
り
と
詰
め
寄
り
、
女
を
取
り
押
さ
え
る
。 

貴
子
、
安
堵
の
表
情
。 

警
官
Ａ
、
女
の
手
に
手
錠
を
か
け
る
。 

警
官
Ａ
「
２
１
時
１
５
分
。
住
居
侵
入
罪
で
逮
捕
す
る
」 

女
、
手
錠
を
楽
し
そ
う
に
見
て
い
る
。 

浩
一 

「
…
…
」 
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警
官
Ａ
「
立
て
」 と

、
女
を
立
た
せ
、
廊
下
の
方
へ
連
れ
て
行
く
。 

警
官
Ｂ
「
（
貴
子
に
）
で
は
こ
れ
で
」 

と
、
警
官
Ａ
に
つ
い
て
い
く
。 

堂
々
と
歩
く
女
。
え
り
か
と
の
す
れ
違
い
様
、
真
顔
で
え
り

か
を
見
つ
め
る
。 

え
り
か
「
…
…
」 

警
官
Ａ
「
お
い
」 と

、
女
の
頭
を
押
さ
え
る
。 

女
と
警
官
Ａ
、
Ｂ
、
出
て
い
く
。 

 

３
． 

山
本
家
・
前
（
夜
） パ

ト
ラ
ン
プ
の
回
る
パ
ト
カ
ー
に
入
れ
ら
れ
る
女
。 

パ
ト
カ
ー
、
発
進
す
る
。 

 

４
． 

山
本
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

呆
然
と
し
た
ま
ま
の
浩
一
。 

立
ち
つ
く
し
た
ま
ま
の
え
り
か
。 

貴
子 

「
（
え
り
か
に
）
大
丈
夫
？
」 

え
り
か
「
（
た
め
息
）
は
あ
」 

と
、
力
な
く
崩
れ
落
ち
る
。 

え
り
か
、
疲
れ
切
っ
た
様
子
。 

貴
子 

「
大
丈
夫
よ
」 

と
、
え
り
か
に
駆
け
寄
る
。 

浩
一 

「
え
り
か
」 

と
、
え
り
か
の
元
へ
い
く
。 

肩
を
寄
せ
合
う
３
人
。 

浩
一
と
貴
子
、
え
り
か
の
背
中
を
摩
る
。 

浩
一 

「
よ
く
や
っ
た
ぞ
、
え
ら
い
な
」 

貴
子 

「
あ
り
が
と
ね
」 

え
り
か
、
笑
い
な
が
ら
涙
が
出
て
く
る
。 

え
り
か
「
怖
か
っ
た
よ
お
」 

浩
一 

「
そ
う
だ
な
」 

と
、
浩
一
も
涙
が
出
て
く
る
。 
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貴
子
も
泣
い
て
い
る
。 

３
人
、
再
び
肩
を
寄
せ
合
う
。 

   
 

（
了
） 


